
症例２



症例：6歳，男児症例：6歳，男児

主訴：左下顎部腫脹

現病歴：5ヶ月前に転倒して左下顎部を打撲し，同部
位に出血を認めたが 改善した。2ヶ月前に母親が左位に出血を認めたが，改善した。2ヶ月前に母親が左
顎下部の腫脹に気付いた。

身体所見：左下顎角部に3cm大の腫瘤を硬く触れる。

現病歴：幼稚園に入ってから関節が腫脹することが現病歴：幼稚園に入ってから関節が腫脹することが
ある。

入院時血液検査所見：WBC 12860/μl，RBC 489万/μl，
Hb 12.4g/dl，HCT 36.6％，PLT 39.8万/μl，CRP 0.89g/ /μ
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